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頭 言巻

建
設
業
に
お
け
る
最
大
の
課
題
、
そ
れ

は
人
材
の
確
保
で
す
。
弊
社
に
お
い
て
も

同
様
で
す
。
そ
も
そ
も
平
均
年
齢
が
40
歳

前
後
の
職
場
に
22
歳
の
新
人
が
一
人
入
っ

て
き
た
と
し
て
定
着
す
る
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
受
け
入
れ
る
側

は
既
に
若
者
の
心
情
を
理
解
で
き
る
年
齢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
双
方
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
入
職
し
て
一
人
前
の
職
人
に

な
る
に
は
最
低
５
年
程
度
は
か
か
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
間
の
若
者
の
フ
ォ
ロ
ー
が

と
り
わ
け
大
事
で
す
。

昔
は
親
が
子
ど
も
に
職
人
に
な
る
こ
と

を
勧
め
た
も
の
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
よ

り
も
定
年
の
な
い
、
腕
を
持
っ
た
職
人
の

生
活
の
方
が
安
定
す
る
と
、
親
は
考
え
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
入
職
し
て
か
ら
の
若

者
の
仕
事
へ
の
打
込
み
方
は
現
在
と
は
異

な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一
か
ら
技
術

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
修
行
年
数
も
長

く
、
若
者
も
一
生
懸
命
で
し
た
。

し
か
し
、
大
工
仕
事
で
例
え
れ
ば
、
現

在
の
木
造
住
宅
は
工
場
で
加
工
す
る
プ
レ

カ
ッ
ト
工
法
を
採
用
す
る
た
め
、
鋸
や
ノ

ミ
な
ど
の
大
工
道
具
は
必
要
な
く
な
り
、

電
動
工
具
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
京
都
と

い
う
地
域
が
培
っ
て
き
た
技
術
が
消
え
て

し
ま
う
の
で
は
、
と
心
配
が
募
り
ま
す
。

技
術
を
継
承
す
る
た
め
に
は
、
若
い
う

ち
は
腕
の
良
い
職
人
に
鍛
え
て
も
ら
う
こ

と
に
限
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在

の
若
い
人
は
友
達
と
の
横
の
関
係
を
重
視

す
る
人
が
多
い
。
若
い
人
に
は
、
是
非
、

縦
の
関
係
を
重
視
し
て
腕
を
磨
い
て
ほ
し

い
と
希
望
し
ま
す
。

若
い
人
を
採
用
し
た
い
の
は
、
や
ま
や

ま
で
す
が
、
そ
う
し
た
人
に
巡
り
合
う
と

い
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
確

率
が
良
い
の
は
、
自
分
の
子
ど
も
や
、
そ

の
友
達
に
夏
休
み
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

も
ら
い
、
建
設
現
場
や
会
社
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
建
設
業
の
経
営
者
な
ら

心
が
け
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。私

は
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
の
船

井
分
会
長
な
ど
を
経
験
し
た
こ
と
も
あ
る

の
で
、
今
で
も
地
域
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

に
は
参
加
し
て
い
ま
す
。
安
全
意
識
は
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
高
ま
る
の
か
、
こ
れ
は

本
当
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
朝
８
時
か
ら

夕
方
５
時
ま
で
、
四
六
時
中
、
安
全
の
こ

と
を
考
え
て
働
く
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
自
動
車
の
運
転
に
置
き
換
え

て
考
え
る
と
わ
か
り
ま
す
。
一
瞬
た
り
と

も
安
全
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
運
転
す
る
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
と
言
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
現
場
の
作
業
も
同
様
で
す
。

一
生
懸
命
に
仕
事
に
打
ち
込
む
人
ほ
ど
、

変貌する現場、技能の継承に危機感

安
全
の
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
立
派
に
足
場
を
組
ん
で
も
墜

落
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
本
当
に
安
全

と
は
難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
結

局
、
法
定
の
安
全
規
定
を
守
っ
た
う
え

で
、
さ
ら
に
安
全
の
意
識
を
い
か
に
喚
起

す
る
か
、
こ
れ
が
安
全
対
策
の
要
諦
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
は
万
全
の
対

策
を
と
っ
た
う
え
で
、
こ
と
あ
る
ご
と
に

声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
事
故
が

ひ
と
つ
で
も
減
れ
ば
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
私
が
若
い
人
に
申
し
上
げ
た
い

こ
と
は
、
毎
日
を
一
生
懸
命
に
努
め
て
く

だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
経
営
者
の

言
葉
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
木
現
場
に
し
ろ
、
建
築
現
場
に
し

ろ
、
同
じ
も
の
は
二
つ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
現
場
は
毎
日
姿
を
変
え
ま
す
。
こ

こ
は
製
造
業
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
毎

日
毎
日
が
新
し
い
経
験
で
す
。

現
場
が
完
成
し
た
時
そ
こ
で
の
経
験
が

ま
た
ひ
と
つ
身
に
付
き
ま
す
。
毎
日
の
経

験
を
糧
に
努
力
す
れ
ば
必
ず
良
い
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

夜
間
や
休
日
に
現
場
の
事
が
気
に
な
り

だ
し
た
ら
名
職
長
に
な
れ
る
資
格
が
で
き

た
と
い
う
も
の
で
す
。

（一社）京都府建設業協会
副会長　山内 基義
（株）共立工務店代表取締役
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イラスト：キョヲ丞

昭和28年創業、木津川市に根を張る宮城建設。土木、建
築、水道工事など、同社の多方面の能力は高く評価されて
いる。入社16年目の葛輪さんは将来を嘱望される建設人。
入職したのは24歳。その
バイタリティ―で数々の資
格を取得し、会社になくて
はならない人材に成長し
た。現場で作業員同士の融
和に心がけ工事の進捗を図
る。現場に鍛えられた建設
人を見る思いがする人だ。

建設人登場　葛輪正人さん（宮城建設）
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京
建
協
は
５
月
26
日
、
京
都
建
設
会
館

で
２
２
０
人
（
委
任
状
を
含
む
）
の
出
席

を
得
て
平
成
28
年
度
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
冒
頭
挨
拶
し
た
岡
野
会
長
は
、
建

設
業
振
興
基
金
の
建
設
産
業
担
い
手
確

保
・
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
し
、

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
会
議
を
設

立
し
、
担
い
手
育
成
対
策
を
推
進
す
る
な

ど
、
本
年
度
の
計
画

を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
に
は
山
田
邦

博
近
畿
地
方
整
備
局

長
、
山
下
晃
正
京
都

府
副
知
事
、
門
川
大
作
京
都
市
長
、
二
之

湯
智
参
議
院
議
員
、
福
山
哲
郎
参
議
院
議

員
ら
が
駆
け
つ
け
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告

と
28
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
が
満
場
一

致
で
原
案
通
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

計
画
で
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
に
社
会

資
本
整
備
の
積
極
的
か
つ
計
画
的
な
取
組

の
推
進
を
求
め
、
地
域
建
設
企
業
の
活
性

化
に
資
す
る
適
正
な
地
域
要
件
の
設
定
を

要
請
す
る
こ
と
、
工
事
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
の
活
用
促
進
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

役
員
の
選
任
で
は
予
め
選
出
さ
れ
た
理

事
に
よ
る
理
事
会
で
、
岡
野
会
長
の
再
任

な
ど
、
新
た
な
役
員
体
制
を
決
め
ま
し

た
。
岡
野
会
長
は
５
期
目
。
副
会
長
は
村

井
信
夫
氏
（
村
井
建
設
）、
玉
井
康
義
氏

（
玉
井
建
設
）
が
再
任
さ
れ
、
小
﨑
学
氏

（
ミ
ラ
ノ
工
務
店
）、
山
内
基
義
氏
（
共
立

工
務
店
）、
井
上
敏
氏
（
山
寅
組
）
が
新

任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
建
設
業
界
の
発
展
に
功
績
が

認
め
ら
れ
た
役
員
や
従
業
員
、
企
業
に
対

し
て
表
彰
状
の
伝
達
と
授
与
式
が
行
わ

れ
、
全
建
表
彰
の
吉
田
博
美
氏
（
吉
田
建

設
）
や
協
会
長
表
彰
の
堤
周
三
氏
（
堤
建

設
）
ら
に
、
岡
野
会
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

閉
会
に
当
た
り
村
井
副
会
長
が
挨
拶

し
、
会
員
企
業
の
一
致
団
結
と
協
会
運
営

へ
の
協
力
を
求
め
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

京
建
協
が
若
手
社
員
対
象
に

社
員
研
修
会
を
開
催

─
─ 

１
泊
２
日
コ
ー
ス
で
マ
ナ
ー
研
修

や
建
設
業
の
基
礎
を
学
ぶ

2

京
建
協
は
４
月
13
日
か
ら
14
日
の
２
日

に
亘
り
、
亀
岡
市
本
梅
町
の
京
都
・
烟
河

で
、
平
成
28
年
度
社
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
対
象
は
25
歳
以
下
ま
た
は
入
社

５
年
目
ま
で
の
若
手

で
会
員
企
業
の
社
員

46
人
が
参
加
し
ま
し

た
。開

催
に
当
た
っ
て

中
川
雅
勝
労
務
経
営
委
員
長
（
当
時
）
が

挨
拶
。「
建
設
産
業
は
地
域
を
支
え
る
基

幹
産
業
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
建

築
、
災
害
復
旧
に
も
不
可
欠
の
産
業
。
若

手
技
能
労
働
者
の
不
足
で
技
能
継
承
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
担
い
手
の
育

成
は
、
建
設
産
業
の
最
重
要
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
研
修
で
建
設
産
業
の
使
命
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
研
修

で
社
会
人
の
マ
ナ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
建

設
産
業
の
構
造
、
安
全
管
理
な
ど
を
学
ん

で
ほ
し
い
。
み
な
さ
ん
に
は
企
業
を
超
え

て
交
流
を
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

初
日
の
研
修
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
田
辺
直
子
氏
（
京
都
サ
ン
ダ
ー
）

が
担
当
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
３
分
間

で
自
己
紹
介
し
て
、
自
分
を
訴
え
る
研
修

平
成
28
年
度
通
常
総
会
を

開
催
、
新
役
員
体
制
決
定

─
─ 

岡
野
会
長
が
５
期
目
再
任
、
担
い

手
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画

1
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な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
建
設
現
場
は
安

全
第
一
、
大
き
な
声
で
相
手
に
伝
え
る
こ

と
、
聞
こ
え
な
け
れ
ば
相
手
は
認
識
し
て

く
れ
な
い
、
な
ど
基
本
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
重
要
性
を
田
辺
氏
は
指
摘
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
技
術
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
三
浦
規
義
氏
（
ハ
タ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
が
講
師
。「
建
設
業
で
働
く
た
め

の
基
礎
・
基
本
」
を
テ
ー
マ
に
、
建
設
産

業
の
特
徴
や
他
産
業
と
の
違
い
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
建
設
業
に
お
け
る
実
際
の

仕
事
内
容
や
安
全
リ
ス
ク
管
理
、
建
設
業

の
５
Ｓ
な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
最
後
に
個
人
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
平
成
28
年
度
の
社
員
研

修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

文
化
・
学
術
の
拠
点
、
京
都
府
立
京

都
学
・
歴
彩
館
の
見
学
会
を
開
催

―
― 

地
下
２
階
、
地
上
４
階
建
て
、
竹

中
等
Ｊ
Ｖ
が
施
工

3

京
建
協
は
６
月
30
日
、
竣
工
間
近
の

「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
」
の
現
場

見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。
見
学
会
は
午
後

１
時
30
分
か
ら
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
、
会
員
企
業
14

社
（
19
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｄ

認
定
講
習
で
２
ユ

ニ
ッ
ト
が
付
与
さ
れ

た
。
岡
野
会
長
は
５
期
目
。
副
会
長
は
村

井
信
夫
氏
（
村
井
建
設
）、
玉
井
康
義
氏

（
玉
井
建
設
）
が
再
任
さ
れ
、
小
﨑
学
氏

（
ミ
ラ
ノ
工
務
店
）、
山
内
基
義
氏
（
共
立

工
務
店
）、
井
上
敏
氏
（
山
寅
組
）
が
新

任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
建
設
業
界
の
発
展
に
功
績
が

認
め
ら
れ
た
役
員
や
従
業
員
、
企
業
に
対

し
て
表
彰
状
の
伝
達
と
授
与
式
が
行
わ

れ
、
全
建
表
彰
の
吉
田
博
美
氏
（
吉
田
建

設
）
や
協
会
長
表
彰
の
堤
周
三
氏
（
堤
建

設
）
ら
に
、
岡
野
会
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

閉
会
に
当
た
り
村
井
副
会
長
が
挨
拶

し
、
会
員
企
業
の
一
致
団
結
と
協
会
運
営

へ
の
協
力
を
求
め
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

京
建
協
が
若
手
社
員
対
象
に

社
員
研
修
会
を
開
催

─
─ 

１
泊
２
日
コ
ー
ス
で
マ
ナ
ー
研
修

や
建
設
業
の
基
礎
を
学
ぶ

2

京
建
協
は
４
月
13
日
か
ら
14
日
の
２
日

に
亘
り
、
亀
岡
市
本
梅
町
の
京
都
・
烟
河

で
、
平
成
28
年
度
社
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
対
象
は
25
歳
以
下
ま
た
は
入
社

５
年
目
ま
で
の
若
手

で
会
員
企
業
の
社
員

46
人
が
参
加
し
ま
し

た
。開

催
に
当
た
っ
て

現
場
を
体
感
す
る
見
学
会

伏
高
生
と
宮
津
高
生
が
参
加

─
─ 

新
名
神
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
福
知
山
の
交

洋
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
福
知
山
工
場

4

明
日
の
建
設
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る

た
め
、
京
建
協
は
工
業
高
校
生
の
た
め
の

工
事
現
場
見
学
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
10
月
４
日
に
は
京
都
市
立
伏
見

工
業
高
校
、
21
日
に
は
京
都
府
立
宮
津
高

等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
土
木
、
建
築
の

現
場
見
学
会
を
開
き
、
生
徒
に
土
木
と
建

築
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

伏
見
工
高
の
見
学
施
設
は
新
名
神
城
陽

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
木
津
川
橋
の
建
設
現

場
。
同
校
の
都
市
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

の
3
年
生
が
対
象
。
生
徒
36
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

協
会
の
絹
川
雅
則
労
務
経
営
委
員
長
は
、

「
高
速
道
路
を
歩
け
る
の
は
一
生
に
一
度

の
機
会
。
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
」
と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。
施
工

主
体
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
の
山
口
孝
氏

の
説
明
の
後
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
内
を
歩

き
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
代
表
は

感
動
の
面
持
ち
で
「
こ
ん
な
経
験
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

宮
津
高
校
の
現
場
見
学
会
は
10
月
21
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
見
学
施
設
は
福
知
山

市
長
田
野
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る
交
洋

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
福
知
山
工

場
の
新
築
工
事
現
場
。
公
共
工
事
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
は
異
な
っ
た
建
築
現
場
で

す
。
施
工
者
は
藤
井
組
で
す
。
同
校
生
徒

ま
す
。

京
都
学
・
歴
彩
館
は
、
北
山
地
域
を
京

都
の
文
化
・
環
境
・
学
術
の
交
流
・
発
信

の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
京
都
関
係
の
貴

重
な
資
料
を
所
蔵
す
る
府
立
総
合
資
料

館
、
府
立
大
学
付
属
図
書
館
、
同
大
学
文

学
部
が
併
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
建
築
主

は
京
都
府
。
建
築
地
は
左
京
区
下
鴨
半
木

町
１

－

５
で
す
。

建
物
は
、
地
下
は
２
階
建
て
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
は
４
階
建
て
で
鉄

骨
造
で
す
。
延
べ
床
面
積
は
約
２
万
４
０

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
着
工
は
平
成

25
年
７
月
、
竣
工
は
本
年
７
月
８
日
で
あ

り
36
カ
月
の
工
期
で
し
た
。

見
学
会
は
京
建
協
の
中
川
雅
勝
建
築
委

員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
竹
中
工
務
店
・

増
田
組
・
あ
め
り
か
屋
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
の
笠
義
秀
工
事
課
長
に
竣
工
近

い
資
料
館
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伏見工高生のみなさん

宮津高校生のみなさん
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30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

髙
見
伸
哉
労
務
経
営
委
員
は
生
徒
た
ち

に
「
建
設
現
場
は
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の

も
の
が
つ
く
ら
れ
る
場
所
。
そ
の
様
子
を

見
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
藤
井
組
の
大

西
均
現
場
代
理
人
か
ら
工
事
概
要
の
説
明

を
受
け
、
現
場
見
学
に
入
り
ま
し
た
。

終
了
時
に
生
徒
代
表
が
、「
こ
の
感
動

を
卒
業
す
る
ま
で
の
２
年
余
、
忘
れ
ず
に

勉
強
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
し
て
感
謝
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

京
建
協
が
後
援
、

建
設
未
来
京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム

─
─ 

「
人
と
技
術
を
繋
ぐ
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
多
彩
に
展
開

5

建
設
未
来
京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
新
井
恭

子
代
表
・
京
都
サ
ン
ダ
ー
）
が
主
催
し
京

建
協
な
ど
が
後
援
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
建
設
未
来
京
都
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
」

が
、
10
月
18
日
、
京
都
市
国
際
交
流
会
館

で
研
究
者
や
京
都
・
滋
賀
の
建
設
人
な
ど

２
０
０
人
を
集
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、「
人
と
技
術
を
繋
ぐ
も
の
─

i-Con

で
開
く
建
設
業
の
未
来
─
」。

国
土
交
通
省
が
「
生
産
性
革
命
元
年
」

と
位
置
づ
け
る
今
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
建
設
業
の
抜
本
的

な
効
率
化
を
図
る
施
策
「i-Construction

」

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
端
技
術
に
対

応
し
た
人
材
育
成
を
考
え
る
様
々
な
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
佐
々
木
賢
一
ト
ラ
イ

ポ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
社
長
がi-Construction

が
広
げ
る
可
能
性
に
つ
い
て
講
演
。
続
い

て
「
人
と
技
術
を
繋
ぐ
も
の
」
を
テ
ー
マ

に
建
山
和
由
立
命
館
大
学
理
工
学
部
環
境

シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
人
と
機
械
を
融
合
さ
せ
た

生
産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
全
国
か
ら
参

集
し
た
3
人
の
建
設
会
社
の
経
営
者
が

「
建
設
業
を
拓
く
人
づ
く
り
」
で
ト
ー
ク

を
展
開
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
全
体
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
は
、
京
建
協
会
員
企
業
を
含
む
京

都
府
や
滋
賀
県
の
建
設
業
で
働
く
８
人
が

登
壇
し
て
、
そ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
の
は

内
田
俊
一
建
設
業
振
興
基
金
理
事
長
。
建

設
業
は
人
材
を
育
成
す
る
投
資
産
業
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
新
井
恭
子
氏
は
、
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
持
ち
、
積
算
や
原
価
計
算
の
知
識
を

持
っ
た
人
材
「
建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
の

育
成
を
提
言
し
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
見
学
会

城
陽
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
開
催

─
─ 

抽
選
で
選
ば
れ
た
１
８
０
人
が
参

加
、
橋
面
へ
の
落
書
き
が
人
気

6

親
子
で
建
設
現
場
を
見
学
す
る
11
回
目

の
「
親
子
で
ま
な
ぶ
京
都
の
建
設
・
土
木

～
未
来
に
つ
な
ぐ
信
頼
の
道
～
」
が
10
月

22
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
は
工
事

中
の
新
名
神
高
速
道
路
・
城
陽
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
。
６
８
０
人
の
応
募
者
か
ら
選
ば

れ
た
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

京
建
協
を
代
表
し
て
三
輪
泰
之
総
務
広

報
委
員
長
は
、「
工

事
現
場
で
は
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
建

設
技
術
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
見
学

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
が
建
設

業
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

新
名
神
高
速
道
路
・
城
陽
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
見
学
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
や

奥
村
組
土
木
興
業
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
建

設
・
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
特
定
Ｊ

Ｖ
な
ど
各
社
の
ご
協
力
で
実
現
。

当
日
は
、
ま
ず
工
事
の
概
要
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
４
つ
の
班
に
分
か
れ
、

担
当
者
の
案
内
で
見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。

見
学
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
渡
さ
れ

た
チ
ョ
ー
ク
で
、
高
さ
18
メ
ー
ト
ル
の
橋

面
上
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
た
り
、
名

前
を
書
い
た
り
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
水
は
け
を
良
く
し
た
低

騒
音
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
見
本
の
説
明
に
、

子
ど
も
た
ち
は
目
を
瞠
っ
て
い
ま
し
た
。
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社
会
保
険
未
加
入
対
策
元
年
と
な
っ

た
平
成
24
年

学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
「
国
土
交

通
省
建
設
産
業
戦
略
会
議
」
は
平
成
23
年

１
月
６
日
、「
実
施
後
５
年
を
目
途
に
、

企
業
単
位
で
は
加
入
義
務
の
あ
る
許
可
業

者
に
つ
い
て
加
入
率
１
０
０
％
、
労
働
者

単
位
で
は
製
造
業
相
当
の
加
入
状
況
を
目

指
す
べ
き
」
と
す
る
提
言
を
ま
と
め
、
建

設
業
の
労
働
・
社
会
保
険
加
入
に
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し

て
同
年
６
月
23
日
に
は
「
建
設
産
業
の
再

生
と
発
展
の
た
め
の
方
策
２
０
１
１
」
を

と
り
ま
と
め
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
内
容
を

確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
課
題
に
は
行
政
、

元
請
お
よ
び
下
請
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
と
し
、
元
請
に
は
下
請

を
指
導
し
保
険
未
加
入
企
業
を
排
除
し
て

い
く
こ
と
、
下
請
に
は
現
場
就
労
者
に
つ

い
て
雇
用
関
係
と
請
負
関
係
に
あ
る
者
の

二
者
を
明
確
に
し
、
雇
用
関
係
に
あ
る
社

員
に
つ
い
て
は
保
険
加
入
を
徹
底
す
べ
き

こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
国
交
省
の
中

央
建
設
業
審
議
会
・
社
会
資
本
整
備
審
議

会
産
業
分
科
会
建
設
部
会
基
本
問
題
小
委

員
会
は
、
平
成
24
年
１
月
27
日
、
中
間
と

り
ま
と
め
を
行
い
、
実
施
後
５
年
を
目
途

に
（
平
成
29
年
度
）
前
記
の
方
針
を
達
成

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
年

３
月
14
日
開
か
れ
た
中
央
建
設
業
審
議
会

は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
今
後
は
「
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
て
、
社
会
保
険
の
未
加
入

は
許
さ
な
い
と
の
固
い
決
意
を
も
っ
て
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
」
と
し
、

行
政
・
発
注
者
・
元
請
企
業
・
下
請
企
業
・

建
設
労
働
者
等
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
推
進
体
制
を
と
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し

た
。
ま
た
、
法
定
福
利
費
を
確
保
す
る
た

め
、
個
別
の
請
負
契
約
の
当
事
者
間
に
お

い
て
、
徹
底
的
に
見
積
に
適
正
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
平
成
24
年
は
社
会
保
険
未
加
入
対
策

元
年
と
な
り
、
現
在
、
目
標
年
度
は
残
り

１
年
余
と
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
未
加
入
が
入
職
者
減
少
に

拍
車国

の
強
制
加
入
の
保
険
制
度
に
は
、
医

療
保
険
、
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
そ
し
て

労
災
保
険
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
通

常
、
医
療
保
険
と
年
金
保
険
は
社
会
保
険

と
、
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
は
労
働
保
険

と
、
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
国
交
省
が
加
入

促
進
を
目
指
し
て
い
る
の
は
医
療
保
険
、

年
金
保
険
そ
し
て
雇
用
保
険
で
、
こ
れ
ら

を
「
社
会
保
険
等
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

社
会
保
険
未
加
入
対
策
の
最
終
年
度
に
向
け
て

就
労
状
態
に
応
じ
た
社
会
保
険
へ
の
加
入
な
ど
の

整
理
必
要

　
　
　
　

─
標
準
見
積
書
を
使
っ
て
別
枠
で
法
定
福
利
費
を
明
確
化
─

特集　

平
成
29
年
度
ま
で
に
行
政
、
建
設
会
社
は
１
０
０
％
の
社
会
保
険
等
加

入
を
目
指
す
取
り
組
み
が
残
り
１
年
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
険
等

の
未
加
入
問
題
は
建
設
業
界
の
担
い
手
不
足
に
拍
車
を
か
け
、
業
界
の
公

正
な
競
争
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
行
政
と
業
界
が
一
体
と

な
っ
て
未
加
入
対
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
社
会
保

険
等
の
加
入
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
加
入
対
策
の
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
で
す
。
雇
用
区
分
を
明
ら
か
に
し
、
就
労
状
態
に
応
じ
た
社
会

保
険
の
加
入
な
ど
、
こ
の
１
年
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
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労
災
保
険
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
の
場

合
に
は
、
元
請
企
業
が
一
括
加
入
す
る
方

法
が
一
般
的
に
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
業
に
お
け
る
社
会
保
険
等
の
加
入

率
は
、
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査

の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
別
に
は
雇
用
保
険
98
％
（
労
働
者
別

で
は
82
％
）、
健
康
保
険
97
％
（
同
77
％
）、

厚
生
年
金
96
％
（
同
74
％
）
と
な
り
、
３

保
険
の
加
入
割
合
は
95
％
（
同
72
％
）
と
、

加
入
率
の
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

労
働
者
単
位
で
見
た
３
保
険
加
入
率
は

72
％
と
、
ま
だ
製
造
業
相
当
の
加
入
率
に

は
達
し
て
い
ま
せ
ん
（
図
表
２
）。

前
述
の
基
本
問
題
小
委
員
会
は
、
建
設

業
が
抱
え
る
社
会
保
険
等
の
未
加
入
問
題

に
つ
い
て
、「
下
請
企
業
を
中
心
に
社
会

保
険
等
に
つ
い
て
、
法
定
福
利
費
を
適
正

に
負
担
し
な
い
保
険
未
加
入
企
業
は
技
能

労
働
者
の
処
遇
を
低
下
さ
せ
、
若
年
入
職

者
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
て
、
さ
ら
に

適
正
に
法
定
福
利
費
を
負
担
す
る
事
業
者

ほ
ど
競
争
上
不
利
に
な
る
と
い
う
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
」、
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
に
は
、「
事
業
者
間
の
公
平
で
健
全
な

競
争
環
境
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。

前
述
の
調
査
で
元
請
・
下
請
次
数
別
に

３
保
険
の
加
入
状
況
を
見
る
と
、
元
請
は

98
％
と
ほ
ぼ
３
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

が
、
１
次
下
請
96
％
、
２
次
下
請
92
％
、

３
次
下
請
88
％
と
、
下
請
次
数
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
、
加
入
割
合
が
低
下
す
る
な
ど

の
問
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
建
設
業
特
有
の

重
層
下
請
構
造
の
も
と
、
２
次
、
３
次
下

請
企
業
の
受
注
競
争
が
激
し
く
な
り
、
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
賃
金
や
社
会
保
険
等
の

未
加
入
企
業
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
状

況
を
示
し
て
い
ま
す
。

建
設
業
の
就
業
者
の
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
55
歳
以
上
が
33
・
８
％
（
全
産
業
は

29
・
２
％
）、
29
歳
以
下
が
10
・
８
％
（
同

16
・
２
％
）
と
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
い

こ
と
と
若
年
者
が
少
な
い
こ
と
が
建
設
業

図表１　事業所の形態に応じた加入すべき公的保険

図表２　３保険への加入割合の推移（％）
　 雇用保険 健康保険 厚生年金 ３保険

企業別 　
平成23年 94 86 86 84
平成24年 95 89 89 87
平成25年 96 92 91 90
平成26年 96 94 94 93
平成27年 98 97 96 95

労働者別 　
平成23年 75 60 58 57
平成24年 75 61 60 58
平成25年 76 66 64 62
平成26年 79 72 69 67
平成27年 82 77 74 72

（出所）国土交通省「公共事業労務費調査」。各年10月。
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の
特
徴
で
す
。
次
代
の
担
い
手
不
足
は
明

ら
か
で
す
。
若
年
労
働
者
の
入
職
を
進
め

て
持
続
可
能
な
建
設
産
業
を
目
指
す
た
め

に
も
社
会
保
険
等
の
加
入
は
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

社
会
保
険
加
入
の
指
導
を
強
化

こ
の
た
め
漸
次
、
国
は
次
の
よ
う
な
未

加
入
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

７
月
か
ら
は
経
営
事
項
審
査
に
お
け
る
減

点
幅
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
11
月
か

ら
は
許
可
時
・
経
審
時
に
加
入
状
況
の
確

認
と
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
立
入
検
査
時
に
は
、
社
会
保
険
等
の

加
入
状
況
に
加
え
、
元
請
企
業
の
下
請
企

業
へ
の
指
導
状
況
を
確
認
し
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
指
導
に
従
わ
ず
未
加
入
の

ま
ま
の
企
業
は
保
険
担
当
部
局
へ
の
通
報

や
監
督
処
分
の
対
象
と
さ
れ
、
同
年
10
月

に
は
指
導
に
従
わ
な
い
未
加
入
業
者
に
対

す
る
監
督
処
分
基
準
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
８
月
か
ら
は
国
交
省
の
直
轄

工
事
に
お
い
て
、
発
注
部
局
が
元
請
お
よ

び
下
請
代
金
総
額
が
３
千
万
円
以
上
の
工

事
に
お
け
る
す
べ
て
の
下
請
業
者
の
加
入

状
況
を
確
認
し
、
未
加
入
業
者
へ
の
加
入

指
導
が
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
翌
27
年
４
月
か
ら
全
て
の
工
事
に

対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
同
年
11
月
か
ら
は
現
在
、
許
可
更
新

時
に
行
っ
て
い
る
社
会
保
険
等
の
加
入
指

導
が
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
更
新
期
限

を
迎
え
る
許
可
業
者
に
対
し
て
も
、
前
倒

し
で
の
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

一
方
、
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
た
め

に
は
下
請
企
業
が
法
定
福
利
費
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
作
成

さ
れ
て
い
る
の
が
法
定
福
利
費
の
内
訳
を

明
示
し
た
標
準
見
積
書
で
す
。
国
交
省
は

平
成
24
年
５
月
に
行
政
や
発
注
者
、
元

請
・
下
請
企
業
、
建
設
労
働
者
が
会
し
、

社
会
保
険
等
加
入
の
取
組
方
針
を
協
議
す

る
「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
推
進
協
議

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
同
協
議
会
の

平
成
25
年
９
月
26
日
の
第
３
回
会
合
の
申

し
合
せ
事
項
で
、
同
日
か
ら
法
定
福
利
費

を
内
訳
明
示
し
た
標
準
見
積
書
を
元
請
企

業
に
提
出
す
る
取
組
を
始
め
る
と
宣
言
し

ま
し
た
。
各
専
門
工
事
業
団
体
が
標
準
見

積
書
を
作
成
し
そ
の
活
用
を
進
め
て
い
ま

す
（
図
表
３
）。

し
か
し
、
昨
年
12
月
18
日
に
開
か
れ
た

第
５
回
会
合
で
は
、
見
積
書
の
活
用
は
浸

透
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
都
市
部
や
２
次

下
請
以
下
の
企
業
に
つ
い
て
社
会
保
険
等

は
未
だ
低
い
加
入
率
に
と
ど
ま
り
、「
道

半
ば
」
と
危
機
感
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

あ
と
１
年
余
と
な
っ
た
目
標
年
度

企
業
単
位
で
の
１
０
０
％
の
社
会
保
険

加
入
の
目
途
と
し
て
示
さ
れ
た
平
成
29
年

図表３　法定福利費の確保イメージ
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度
は
、
残
す
と
こ
ろ
１
年
あ
ま
り
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
５
月
20
日
に
開
か
れ
た
同

協
議
会
の
第
６
回
会
合
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
取
組
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
第
５
回
の
会
合
で
表
明
さ
れ
た
「
道

半
ば
」
の
危
機
感
の
も
と
、
次
の
よ
う
な

取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
、
公
共
工
事
に
お
け
る
社
会
保
険

等
未
加
入
企
業
を
排
除
す
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
が
発
注
す
る
工
事
で
は
、
未
加

入
企
業
を
排
除
す
る
こ
と
を
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
促
進
法
に
基
づ

き
要
請
し
ま
す
。
そ
し
て
一
人
親
方
の
雇

用
と
請
負
の
明
確
化
、
就
労
形
態
に
応
じ

て
加
入
す
べ
き
保
険
に
つ
い
て
の
周
知
を

行
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
点
に

つ
い
て
は
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合

会
と
連
携
し
、
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
以
降
の
取
組
と

し
て
、
元
請
の
下
請
に
対
す
る
指
導
責
任

の
強
化
お
よ
び
直
轄
工
事
に
お
け
る
２
次

下
請
以
下
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
準
備
が
整
い

次
第
、「
建
設
業
者
等
企
業
情
報
検
索
シ

ス
テ
ム
」
に
加
入
状
況
の
情
報
を
搭
載
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
、
法
定
福
利
費
の
別
枠
支

給
や
雇
用
の
区
分
の
明
確
化
、
事
務
処
理

の
煩
雑
さ
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

１
年
余
の
う
ち
に
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

お 知 ら せ

ベテランと若手との円滑なコミュニケーションを目指して
―「コミュニケーションスキル等向上コース」のご案内―

厚生労働省委託事業「建設労働者雇用支援事業」では、従来から実施していた「雇用管理研修（基礎講習）」
に加えて、平成28年度から新たに「コミュニケーションスキル等向上コース」がスタートします。
この研修は、高齢化により年齢差が拡大し、相談しやすい若手先輩職員が少ない建設業の職場で、若年

労働者と熟練労働者が円滑なコミュニケーションをとりながら働くことのできる環境づくりの手法や、技
術や技能を習得する前に離職する若者の多い建設業の職場におけるモチベーション維持向上の手法を学ぶ
ことを目的としています。
研修の内容は下記のカリキュラム案のとおりですが、20歳代の若手先輩職人がいない建設業の職場を想

定し、職場内の円滑なコミュニケーションの取り方、新入社員のモチベーションを維持向上させるための
手法について、理論と事例を講義するとともに、受講者間のグループワークで理解を深めます。
京都における「雇用管理研修・コミュニケーションスキル等向上コース」は
　11月17日（木）13：00～16：20　京都府中小企業会館
　11月29日（火）13：00～16：20　福知山市企業交流プラザ

で開催します。
職場における円滑なコミュニケーションを実現するために、この機会に受講を検討してください。受講

料は無料です。
開催情報と受講申込は、「平成28年度　建設労働者雇用支援事業」の特設ホームページ（http;//koyoukanri.
ne.jp/）をご覧ください。研修終了後、修了証を交付いたします。

〈カリキュラム〉
１．講義「建設業における就業状況と人材の課題―最近の若者の心理状況―」
２．グループワーク　コミュニケーションスキルを学ぶ「上司との間での“イヤな思い”の体験」
３．ケーススタディⅠ　傾聴スキルを学ぶ「ある上司の指示」
４．ケーススタディⅡ　叱り方と育成のスキルを学ぶ「ある上司の部下へのミスへの対応」
５．ケーススタディⅢ　日常の人間関係スキルを学ぶ「上司からの依頼」

６．まとめ「ケースから学ぶこと、現場での活かし方」
※カリキュラムは変更の可能性があります。

労働調査会　雇用管理研修部　☎03-3918-5517　　　　　　　　　　雇用管理研修 検索
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現
場
で
の
朝
礼
に
は
何
度
も
立
ち
会
い
ま
し
た
が
、
協
力
会

社
の
作
業
員
さ
ん
た
ち
は
そ
れ
は
真
面
目
な
も
の
で
す
。

上
着
の
ボ
タ
ン
を
掛
け
な
が
ら
慌
て
て
駆
け
つ
け
た
り
と
か
、
保

護
帽
を
手
に
ぶ
ら
下
げ
て
集
ま
っ
て
く
る
人
な
ど
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
万
事
に
優
秀
な
組
や
班
は
、
10
分
前
に
は
職
種
プ
ラ

カ
ー
ド
の
も
と
に
隊
列
を
整
え
、
静
か
に
作
業
所
長
を
待
っ
て
い

ま
す
。
腕
の
立
つ
職
人
は
無
駄
口
を
叩
か
な
い
。
噺
家
と
は
違
う
。

　
定
刻
直
前
、
数
百
人
の
作
業
員
と
ガ
ー
ド
マ
ン
が
注
視
す
る
な

か
、
特
注
の
Ｊ
Ｖ
マ
ー
ク
を
輝
か
せ
て
来
客
用
か
と
見
ま
ご
う
ば

か
り
の
折
り
目
付
き
の
上
下
作
業
着
、
巻
き
取
り
式
安
全
帯
、
ピ

カ
ピ
カ
の
保
護
帽
と
安
全
靴
姿
で
、
寸
分
の
ス
キ
も
見
せ
な
い
貫

禄
と
実
績
十
分
の
所
長
を
先
頭
に
、
安
全
帯
肩
掛
け
の
元
請
社
員

た
ち
が
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
垂
れ
幕
を
背
に
し
て
仁
王
立
ち
で
す
。

所
長
の
勇
姿
は
出
陣
の
総
大
将
そ
の
も
の
で
す
。
断
じ
て
労
働
災

害
を
起
こ
さ
せ
ぬ
活
力
は
五
体
に
み
な
ぎ
り
、
気
圧
さ
れ
た
作
業

員
た
ち
は
ア
ゴ
を
引
き
、
思
わ
ず
両
方
の
拳
に
力
が
入
り
ま
す
。

　
新
規
入
場
者
は
早
く
も
前
の
現
場
と
は
様
子
が
違
う
こ
と
を
身

震
い
し
て
悟
り
ま
す
。
所
長
の
眼
光
は
さ
ら
に
輝
き
を
増
し
、
建

設
業
に
懸
け
た
我
が
人
生
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
安
全
当
番
の
腕
章
を
巻
い
た
主
任
の
号
令
で
朝
の
挨
拶
か
ら
準

備
体
操
を
行
う
は
ず
で
す
。
次
に
、
仕
事
内
容
と
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
実
践
、

お
待
ち
か
ね
の
「
○
○
よ
し
！
」
の
指
差
呼
称
を
元
気
に
唱
和
し

ま
す
。「
終
了
」
の
合
図
で
一
斉
に
持
ち
場
に
散
り
ま
す
。

　
ス
チ
ー
ル
製
の
安
全
表
示
板
に
は
、
緑
十
字
を
完
成
さ
せ
る
日

付
札
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
連
続
無
災
害
日
数
」「
連
続
無
災

害
時
間
」
が
最
新
で
３
日
前
、
遅
い
２
週
間
ほ
ど
前
の
実
績
が

書
き
込
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
段
と
大
き
く
「
無
災
害

目
標
○
○
万
時
間
」。
あ
る
下
請
の
親
方
は
「
記
録
が
か
か
っ
て

い
る
。
ウ
チ
の
組
か
ら
パ
ー
に
は
で
き
な
い
。
気
を
引
き
締
め

て
ヤ
ル
ゾ
！
」

　
か
く
し
て
、
本
日
も
「
構
内
作
業
異
常
な
し
」。
安
心
の
極

み
な
り
。

敏
腕
所
長
の
勇
姿
─
─
無
災
害
記
録
へ

　全国の建設会社や業界団体で講
師を務め『安全落語』を披露する
柳亭金車が、ゼロ災を説く──。

現
場
の
い
い
話

柳
亭
金
車
の

建
設
コ
ラ
ム

ち
ょ
っ
と
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建
設
産
業
の
中
核
訓
練
拠
点

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

現
場
に
即
し
た
訓
練
で
年
間
延
べ
教
育
訓
練
人
数
は

５
万
人
超

専
門
工
事
業
団
体
の
熱
意
で
セ
ン

タ
ー
を
設
立

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
富

士
宮
市
根
原
４
９
２

－

８
）（
以
下
、「
セ

ン
タ
ー
」
と
い
い
ま
す
）
は
建
設
産
業
の

教
育
訓
練
の
場
と
し
て
、
平
成
９
年
３
月

28
日
に
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
前
身
を

た
ど
る
と
、
建
設
省
（
当
時
）
の
建
設
研

修
所
中
央
訓
練
所
と
し
て
「
産
業
開
発
青

年
隊
」
の
教
育
訓
練
施
設
と
し
て
昭
和
38

年
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
す
。
産
業
開
発

青
年
隊
は
、
農
村
部
の
青
年
に
建
設
や
機

械
な
ど
の
技
術
を
訓
練
し
、
彼
ら
が
国
の

復
興
に
活
躍
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
７
年
度
ま
で
は
建
設
大

学
校
静
岡
朝
霧
校
（
現
・
国
土
交
通
大
学

校
。
以
下
「
朝
霧
校
」
と
い
い
ま
す
）
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
こ

の
間
、
技
術
者
や
技
能
者
の
教
育
訓
練
に

対
す
る
必
要
性
は
高
ま
り
、
建
設
専
門
工

事
業
と
建
設
関
連
業
の
全
国
団
体
か
ら
自

ら
訓
練
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運

が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

こ
の
朝
霧
校
は
閉
校
さ
れ
更
地
に
な
ろ
う

と
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
専
門
工
事

業
の
団
体
が
集
ま
り
、
建
設
産
業
の
訓
練

施
設
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
嘆
願
書
ま

で
提
出
す
る
な
ど
行
動
を
起
こ
し
、
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
、
こ
の
朝
霧
校
の
施
設
は
残

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
８
年
10
月
１
日
に
建
設
業
振
興
基

金
は
、
国
の
要
請
に
よ
り
こ
の
朝
霧
校
跡

地
に
存
在
す
る
施
設
を
建
設
産
業
の
教
育

訓
練
施
設
に
充
て
る
た
め
、
土
地
と
建
物

の
払
い
下
げ
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
施
設

　

平
成
９
年
３
月
に
開
校
さ
れ
た
富

士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
本
年
度
に

20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
年
度
の

延
べ
教
育
訓
練
人
数
は
５
万
人
を
超

え
る
な
ど
、
建
設
産
業
の
教
育
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
中
核
拠
点
と
し
て
ま
す

ま
す
存
在
感
を
高
め
て
い
ま
す
。
訓

練
コ
ー
ス
は
４
７
１
に
及
び
建
設
産

業
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
取
り
込
ん
で

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
一
方
、
施
設
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
建

替
え
を
行
う
こ
と
と
し
、
現
在
、
共

用
棟
・
宿
泊
棟
の
建
替
工
事
の
真
っ

最
中
。
そ
の
後
、
新
本
館
･
教
室
棟

の
建
替
工
事
を
行
う
方
針
で
最
終
的

に
は
平
成
30
年
４
月
の
全
面
的
な
竣

工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
明
日
の
建

設
産
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
富
士

教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
現
在
を
紹
介

し
ま
す
。

新本館教室棟と施設全体の完成予想パース図

教務部部長　渡邉敏幸氏

富士山麓の朝霧高原にある富士教育訓練センター（建替え前）

トピック
1
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を
活
用
し
て
行
う
技
術
者
と
技
能
者
の
た

め
の
教
育
訓
練
事
業
は
、
建
設
専
門
工
事

業
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
「
職

業
訓
練
法
人
全
国
建
設
産
業
教
育
訓
練
協

会
」（
現
会
長
・
才
賀
清
二
郎
氏
）（
以
下
、

「
協
会
」
と
い
い
ま
す
）
が
施
設
を
無
償

で
建
設
業
振
興
基
金
か
ら
借
り
上
げ
て
訓

練
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
平
成
９
年
３
月

28
日
に
セ
ン
タ
ー
は
開
校
し
、
同
年
４
月

１
日
か
ら
教
育
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
本
年
度
末
に
開
校
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
当
た
っ

て
は
、
専
門
工
事
業
団
体
の
熱
意
が
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
の
で
す
。

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
技
能
実
習

広
大
な
富
士
山
西
麓
の
標
高
９
０
０

メ
ー
ト
ル
の
地
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

の
敷
地
面
積
５
万
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
、
建
物
は
29
棟
で
約
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
、
実
習
場
は
屋
内
約
１
４
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
屋
外
約
２
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
実
習
場
に
は
建
設
機
械
の
運
転
実

習
や
整
地
・
掘
削
作
業
、
安
全
作
業
法
の

基
礎
的
な
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
の
屋
外
実
習
場
の
施
設
を

紹
介
す
る
と
、
本
格
的
な
鉄
骨
躯
体
の
組

立
て
・
解
体
作
業
や
鳶
作
業
訓
練
に
も
使

用
で
き
る
鉄
骨
躯
体
教
材
、
鉄
骨
建
て
方

実
習
場
、
人
工
地
盤
（
物
理
探
査
研
修

場
）、
さ
ら
に
造
園
・
土
木
施
工
・
測
量

実
習
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

屋
内
実
習
場
に
目
を
移
す
と
、
天
井
ク

レ
ー
ン
な
ど
の
機
械
実
習
場
、
鋼
製
下
地

や
ク
ロ
ス
貼
り
の
内
装
実
習
場
、
鉄
筋
組

立
て
や
型
枠
組
立
て
の
技
能
実
習
場
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
な
ど
の
土
木
実
験

室
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
の
講
義
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
て
の
研
修
な
ど
、
様
々
な
講
義

形
式
に
も
対
応
で
き
る
体
制
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
セ
ン
タ
ー
が
富
士
の
裾
野
に
位

置
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
宿
舎
や
食
堂

な
ど
の
共
用
設
備
は
必
須
の
も
の
で
す
。

宿
泊
が
ほ
ぼ
必
須
の
こ
と
か
ら
、
浴
室
、

ラ
ン
ド
リ
ー
、
さ
ら
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど
も
備
え
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
設
備
を
誇
る
セ
ン
タ
ー
で
す

が
、
老
朽
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し

た
。
既
存
施
設
は
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら

昭
和
50
年
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
、
40
年

前
後
を
経
過
し
耐
震
性
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
の
で
す
。

「
研
修
に
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
安
全
が
第

一
と
考
え
、
建
替
え
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

修
繕
に
毎
年
お
金
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
先
リ
フ
ォ
ー
ム
で
い
く
の
か
、
新
築

に
す
る
の
か
な
ど
試
算
を
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
新
築
の
ほ
う
が
安
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
建
設
産
業

を
支
え
る
礎
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
教

育
訓
練
に
携
わ
る
べ
き
だ
と
の
セ
ン
タ
ー

の
使
命
も
踏
ま
え
て
、
新
築
に
ゴ
ー
サ
イ

ン
が
出
た
わ
け
で
す
。
建
設
需
要
が
活
況

を
呈
し
、
受
講
者
数
が
増
え
て
い
た
こ
と

も
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
る

の
は
同
セ
ン
タ
ー
教
務
部
の
渡
邉
敏
幸
部

長
で
す
。
こ
う
し
て
セ
ン
タ
ー
の
建
替
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
共
用
棟
・
宿
泊
棟
建
替
工
事
の

事
業
費
は
協
会
の
自
己
資
金
や
厚
生
労
働

省
の
助
成
金
、
担
い
手
基
盤
整
備
基
金
な

ど
か
ら
充
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

建
替
工
事
は
２
回
に
分
け
て
実
施

今
後
は
、
新
本
館
・
教
室
棟
の
建
替
工

事
に
乗
り
出
す
こ
と
も
既
に
決
定
し
て
い

ま
す
。
協
会
が
５
月
28
日
に
開
い
た
平
成

28
年
度
通
常
総
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。

①　

現
在
建
設
中
の
共
用
棟
・
宿
泊
棟
と

と
も
に
、
本
館
教
室
棟
の
建
替
え
も
含

め
て
当
初
の
計
画
が
達
成
さ
れ
る
こ
と

②　

宿
泊
棟
の
収
容
人
数
拡
大
に
対
応
し

た
教
室
棟
、
実
習
場
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
こ
と

③　

現
本
館
、
教
室
棟
を
継
続
使
用
し
た

場
合
の
耐
震
補
強
工
事
の
必
要
性
や
、

消
費
税
の
増
税
を
考
え
れ
ば
、
早
期
に

建
替
え
工
事
を
実
施
し
た
ほ
う
が
余
分

な
経
費
を
軽
減
で
き
る
こ
と

な
ど
を
考
慮
し
て
建
替
え
が
決
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。
建
替
え
に
当
た
っ
て
は
現
在

の
本
館
を
利
用
し
な
が
ら
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
教
室
は
現
在
10
室
あ
り
ま
す
が
、

18
室
に
増
や
し
ま
す
。
計
画
で
は
平
成
29

年
１
月
上
旬
に
着
工
し
、
平
成
30
年
４
月

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
が
新
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、

宿
泊
費
を
改
定
す
る
こ
と
に
決
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
会
員
価
格
は
１
泊
で
２
７

６
０
円
で
し
た
が
、
新
し
い
宿
泊
費
は
、

食
事
等
を
見
直
し
１
泊
４
０
０
０
円
と
な

り
、
来
年
１
月
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

一
般
募
集
型
と
独
自
教
育
訓
練
の
２

体
系
で
訓
練
を
提
供

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
教
育
訓
練

は
、
セ
ン
タ
ー
の
「
も
の
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
の
理
念
を
基
に
、
建
設
産
業
界
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
魅
力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
す
る
こ
と
が
主
旨
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
訓
練
の
体
系
は
、
レ
デ
ィ
ー

メ
ー
ド
の
「
共
同
教
育
訓
練
（
一
般
募
集

型
研
修
）」
と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
「
独

自
教
育
訓
練
」
に
分
か
れ
ま
す
（
図
表
１
）。

共
同
教
育
訓
練
は
誰
で
も
参
加
で
き
る

一
般
募
集
コ
ー
ス
で
、
土
木
、
建
築
、
内

装
な
ど
１
日
研
修
か
ら
４
カ
月
に
わ
た
る

長
期
の
訓
練
ま
で
様
々
で
す
（
図
表
２
）。

訓
練
内
容
は
建
設
産
業
界
の
団
体
や
企
業
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独
自
の
方
法
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
企
業
が
通
常
、
内
部
で
行
っ
て
い
る

教
育
を
セ
ン
タ
ー
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。ま

た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
建
設
産
業
で
必

要
と
な
る
技
能
講
習
や
特
別
教
育
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
静
岡
労
働
局
長
登
録
教
習

機
関
と
し
て
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

能
講
習
な
ど
23
の
技
能
講
習
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
ク
溶
接
な
ど
特

別
教
育
・
安
全
衛
生
教
育
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
認
定
訓
練
を
受
講
す
る
場
合
に

は
、
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
数
を
平
成
27
年
度
で
見

る
と
、
4
7
1
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
研
修
が
多

い
た
め
で
、
レ
デ
ィ
ー
メ
ー
ド
の
共
同
教

育
訓
練
は
71
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
の
受
講
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
（
図
表
３
）。
平
成
27
年
度
の
受

講
者
数
は
１
万
４
５
１
７
人
で
、
５
万
１

９
０
３
人
日
と
、
初
め
て
延
べ
５
万
人
を

超
え
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

平
成
23
年
度
に
は
、
受
講
者
数
が
１
万
人

を
割
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
に
は
６

年
前
の
平
成
21
年
度
の
水
準
に
戻
っ
て
い

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
開
設
以
来
、
受
け
入
れ
た

受
講
者
数
は
平
成
27
年
度
ま
で
の
累
計
で

16
万
３
０
０
０
人
を
超
え
、
教
育
訓
練
人

日
数
は
66
万
人
日
を
超
え
、
全
都
道
府
県

で
修
了
生
が
建
築
現
場
や
営
業
、
積
算
な

ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た

め
、
セ
ン
タ
ー
は
工
業
高
校
生
の
職
業
体

験
学
習
を
実
施
し
、
平
成
27
年
度
で
い
え

ば
５
４
１
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
出
前
講

座
で
平
成
21
年
か
ら
の
受
講
生
の
合
計
は

２
４
３
０
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
大

図表１　富士教育訓練センターの訓練体系 の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
て
、
決
定
し
て
い
ま

す
。
業
界
の
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
を
行

い
、
内
容
や
期
間
、
時
期
を
決
め
現
状
に

マ
ッ
チ
し
た
教
育
訓
練
と
す
る
た
め
、
毎

年
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
産
業
界
で
重
要
な
こ
と
は
安
全
管

理
で
す
が
、
実
際
の
教
育
訓
練
の
中
で
、

作
業
場
の
危
険
ポ
イ
ン
ト
、
Ｋ
Ｙ
（
危
険

予
知
訓
練
）
を
身
体
が
覚
え
る
よ
う
に
、

実
技
を
重
視
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
コ
ー
ス
と
呼

ば
れ
る
独
自
教
育
訓
練
は
、
技
術
職
・
技

能
職
に
限
ら
ず
事
務
職
、
営
業
職
、
管
理

職
な
ど
自
社
に
必
要
な
人
材
像
を
明
確
に

し
、
期
待
す
る
到
達
レ
ベ
ル
に
達
す
る
よ

う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
日
程
を
調
整
し
、
企

業
の
要
望
に
応
じ
て
行
う
コ
ー
ス
で
す
。

一
口
に
図
面
や
積
算
と
い
っ
て
も
各
社

図表２　共同教育訓練（一般募集型研修）〈27年度実績〉

技術修得コース

新入職コース

多能工コース

その他

総合建設業

専門工事業

学校

その他

企業単独訓練

企業単独訓練

専門工事業団体毎の研修

大学生向け実習

専門学校生向け実習

独自教育訓練
（オーダーメード型研修）

共同教育訓練
（一般募集型研修）

各県建設業協会による
新入社員向け訓練

各県建設業協会による
高校生向け訓練

土木施工管理基礎（２ヶ月）

建築施工管理基礎（２ヶ月）

土木施工科（１）（１ヶ月）

技術修得コース

土木入職時導入教育（２週）

建築入職時導入教育（２週）

新入職コース

１級土木施工管理技士　試験準備講習（７日）

２級建築施工管理技士　試験準備講習（７日）

資格検定対策コース

職長のためのリスクアセスメント研修（１日）

職長・安全衛生責任者教育（２日）

特別コース

測量（１）（６日）

測量（２）（６日）

測量コース

第二種電気工事士コース（１ヶ月）

電気工事士試験対策コース

土木基礎多能工（４ヶ月）

多能工コース

建設機械運転基礎（１ヶ月）

躯体基礎（２ヶ月）

型枠基礎（１ヶ月）

技能修得コース

型枠基礎（２）（２ヶ月）

左官基礎（２ヶ月）
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図表３　コース受講者数の推移と累計

コース数 受講人数（人） 参加企業数 教育訓練人日数
（人日）

平成18年度まで 2,106 49,428 15,802 288,407

平成19年度 392 11,741 5,052 39,565

　　20年度 451 14,323 5,224 37,765

　　21年度 484 14,561 5,133 35,913

　　22年度 449 12,027 5,336 39,798

　　23年度 374 9,906 3,416 34,524

　　24年度 415 10,141 4,073 38,895

　　25年度 420 13,796 6,405 44,608

　　26年度 382 13,032 6,578 48,712

　　27年度 471 14,517 7,331 51,903

合　計 5,944 163,472 64,350 660,090

国内外受講者累計内訳（人）

国　内 160,985

外国人 2,487

合　計 163,472

（資料）富士教育訓練センター

学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
の
技
能
・
技
術

研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

工
業
高
校
の
教
員
へ
の
技
術
研
修
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
実
務
経
験
が
薄
い
た

め
、
工
高
の
先
生
が
型
枠
や
鉄
筋
な
ど
専

門
工
事
業
の
職
業
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
将
来
の
担
い
手
が
建
設
産

業
に
興
味
が
わ
い
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
に
は
様
々
な
職
種

が
あ
る
と
い
う
建
設
産
業
の
魅
力
も
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
や
先
生
へ

の
出
前
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ず
い
ぶ
ん
と
専
門
工
事
業
に
入
職
す
る
生

徒
が
増
え
ま
し
た
」
と
渡
邉
部
長
は
言
い

ま
す
。

寮
の
集
団
生
活
が
人
を
育
て
る

訓
練
内
容
以
外
に
見
逃
せ
な
い
の
が
集

団
生
活
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
成
長
だ
と
、
渡
邉
部
長
は
言
い
ま

す
。「
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
集
団
生
活
が

自
信
に
つ
な
が
る
よ
う
で
す
。
研
修
期
間

が
２
か
月
、
３
か
月
と
い
う
も
の
も
あ
る

の
で
、
何
よ
り
も
会
社
に
戻
っ
て
、
元
気

に
挨
拶
す
る
こ
と
に
送
り
出
し
を
さ
れ
た

企
業
は
び
っ
く
り
す
る
よ
う
で
す
」。

「
ま
た
、
受
講
生
は
い
ろ
ん
な
会
社
の

人
と
触
れ
合
う
と
い
う
得
難
い
経
験
を
積

み
ま
す
。
ゼ
ネ
コ
ン
と
専
門
工
事
業
は
互

い
に
話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
も
の
で
す

が
、
こ
こ
で
は
起
居
を
共
に
し
て
学
ぶ
わ

け
で
す
か
ら
、
大
い
に
親
近
感
が
深
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
現
場
に
出
て
お
互
い
が
セ

ン
タ
ー
の
受
講
者
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

と
、
意
気
投
合
す
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で

修
了
者
に
は
セ
ン
タ
ー
出
身
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
よ
う
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
貼
る

シ
ー
ル
を
渡
し
て
い
ま
す
」。

受
講
生
か
ら
は
現
場
で
役
立
つ
実
践
的

な
技
能
が
身
に
付
く
と
好
評
で
す
。「
現

場
に
出
て
み
る
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
実
際
に
自
分

た
ち
で
協
力
し
て
完
成
さ
せ
る
の
で
、
技

術
が
身
に
付
い
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
送
り
出
し
た
事
業

主
か
ら
は
、
社
員
を
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
す

る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
途
中
退
職
社
員

が
減
っ
て
業
績
も
上
昇
し
て
い
る
と
、
多

く
の
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

た
だ
、
若
者
の
気
質
は
確
実
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
渡
邉
部
長
は
言
い
ま
す
。

「
今
の
若
者
は
目
立
ち
た
が
ら
ず
横
一
線

で
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う
と
い
う
人
が
減
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ガ
キ
大
将
的
存

在
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
施
工
管
理
な

ど
を
学
ぶ
若
者
で
も
、
人
に
指
示
す
る
の

が
嫌
な
の
で
職
人
に
な
り
た
い
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
講
師
や
教
官
も
、
一
様
に
若

者
が
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
い
ま

す
ね
。
そ
の
な
か
で
頑
張
り
が
目
立
つ
の

が
女
性
で
す
。
職
人
や
現
場
の
管
理
を
や

り
た
い
と
い
う
女
性
が
出
て
い
る
の
で
、

頼
も
し
い
限
り
で
す
」
と
、
渡
辺
部
長
は

笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

広いフィールドで行われる建設機械運転実習

朝礼ではお互いの服装点検からＫＹ、
挨拶訓練も行う
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トピック
2
工
事
施
工
の
全
体
最
適
を
提
供

コ
マ
ツ
の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
全
容

建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
全
て
の
工
程
を
最
新
の
情
報
通
信
技
術
で
つ
な
ぐ

技
能
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

―
―
コ
マ
ツ
は
性
能
面
で
圧
倒
的
な
特
長

を
持
つ
「
ダ
ン
ト
ツ
商
品
」
を
開
発
し
、

続
い
て
「
K
O
M
T
R
A
X
」（
コ
ム
ト

ラ
ッ
ク
ス
）
と
呼
ぶ
建
設
機
械
の
機
械
稼

働
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
後
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
市
場
へ
導
入
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
、「
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
ど
の
よ
う

な
背
景
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
ど
も
は
他
社
が
数
年
か
か
っ
て
も
追

い
つ
け
な
い
よ
う
な
優
れ
た
特
長
を
備
え

た
ダ
ン
ト
ツ
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
機
械

の
位
置
や
稼
働
状
況
な
ど
の
情
報
を
遠
隔

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｘ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
市
場
に
導
入
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
搭
載
し
た
建
設
機
械
を
投
入
し

ま
し
た
。
一
方
、
日
本
の
建
設
業
が
直
面

す
る
最
大
の
課
題
は
技
能
労
働
者
不
足
で

す
。
若
年
入
職
者
数
の
減
少
に
加
え
、
高

齢
化
の
進
行
に
よ
っ
て
２
０
２
５
年
ま
で

に
建
設
業
の
技
能
労
働
者
は
４
割
が
離
職

し
、
約
１
３
０
万
人
が
不
足
す
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
建
設
業
者
の
90
％

以
上
が
中
小
事
業
者
で
す
。
そ
う
し
た
企

業
で
は
、
安
全
面
の
確
保
や
熟
練
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
い
な
い
、
現
場
の
管
理
が
で

き
な
い
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
熟
練
技
能
者
の
リ
タ
イ
ア
に
加
え

若
年
労
働
力
が
少
な
く
な
る
中
、
全
産
業

で
人
材
の
確
保
競
争
が
起
き
ま
す
か
ら
、

新
規
入
職
者
だ
け
で
１
３
０
万
人
を
確
保

す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。
一
部
は
生

産
性
の
向
上
で
人
材
不
足
を
補
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
私
ど
も

は
最
新
の
建
設
機
械
を
投
入
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
な
い
か
、

と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
ス
マ
ー
ト
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

―
―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
搭
載
の
建
設
機
械
だ
け
で
は

建
設
業
の
生
産
性
を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き

な
い
わ
け
で
す
か
。

私
ど
も
は
優
れ
た
商
品
を
提
供
す
る
こ

と
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
飛
躍
的
に
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
例
え
ば
、
１
０
０
０
㎥

／
日
の
盛
土
が
で
き
る
建
設
機
械
が
あ
っ

て
も
、
充
分
な
ダ
ン
プ
の
手
配
が
で
き
ず

に
土
が
運
び
込
ま
れ
な
い
、
あ
る
い
は
施

工
す
べ
き
正
確
な
土
量
の
計
算
が
容
易
で

な
い
、
な
ど
多
く
の
阻
害
要
因
が
あ
り
ま

す
。
私
ど
も
は
現
場
の
生
産
性
を
上
げ
よ

う
と
ダ
ン
ト
ツ
商
品
を
投
入
し
て
き
ま
し

　

建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
最
大
手
の
コ
マ
ツ
は
昨
年
２
月
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
同
事
業
は
建
設
生
産
プ
ロ

セ
ス
の
工
程
、
関
与
す
る
人
と
モ
ノ
（
コ
ト
）
の
全
て
を
最
新
の
情
報
通
信

技
術
で
つ
な
ぎ
、
工
程
の
全
体
最
適
を
実
現
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
ス
マ
ー
ト
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
業
の
全
容
を
、
同
社
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
推
進
本
部
本
部
長
・
四
家
千
佳
史
氏
に
聞
き
ま
し
た
。

コ
マ
ツ 
執
行
役
員

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
推
進
本
部
本
部
長

四し

家け

千ち

佳か

史し

氏
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た
が
、
そ
れ
は
部
分
最
適
で
あ
っ
て
、
工

事
全
体
の
最
適
化
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

―
―
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
ス
マ
ー
ト
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
お
客
様
に

効
果
的
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

工
事
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
に
深
く
関
わ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
建
設
現

場
で
施
工
に
携
わ
る
全
て
の
人
や
機
械
、

モ
ノ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
有
機
的
に
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
現
場
の
生
産
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
、

労
働
力
不
足
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢

化
、
安
全
や
コ
ス
ト
・
工
期
に
関
わ
る
現

場
の
課
題
を
、
お
客
様
と
と
も
に
解
決
し

て
い
く
の
が
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
。

情
報
連
携
の
基
盤
と
な
る
「
コ
ム
コ

ネ
ク
ト
」

―
―
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

工
事
現
場
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
の

で
す
か
。

私
ど
も
は
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
「
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
」
を
新
た
に

構
築
し
ま
し
た
。
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
は
建
設

現
場
に
お
け
る
６
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ

る
全
て
の
情
報
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
有
機
的
に
つ

な
い
で
、
安
全
で
生
産
性
の
高
い
現
場
を

創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

以
下
の
６
つ
の
情
報
を
入
力
し
連
携
さ
せ

ま
す
。
①
現
況
の
高
精
度
測
量
、
②
施
工

完
成
図
面
の
３
次
元
デ
ー
タ
化
、
③
土

質
・
埋
設
物
な
ど
の
変
動
要
因
の
調
査
・

解
析
、
④
確
定
し
た
施
工
範
囲
を
基
に
最

適
な
施
工
計
画
を
提
案
、
⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

に
よ
る
施
工
、
⑥
完
工
後
の
施
工
デ
ー
タ

の
活
用
、
で
す
。
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
土
木
現
場
を
中
心
に
建

設
機
械
だ
け
で
な
く
、
工
事
が
始
ま
る
前

か
ら
終
わ
る
ま
で
の
全
て
の
工
程
に
関
わ

る
人
、
機
械
、
モ
ノ
、
土
な
ど
に
関
わ
る

工
事
情
報
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
つ
な
ぎ
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
基
盤
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
で
す
。
こ
こ

に
膨
大
な
情
報
を
蓄
積
し
て
、
解
析
し
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
提
案
ま
で
行
い

ま
す
。
建
設
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
は

じ
め
現
場
に
携
わ
る
人
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
、
い
つ
で

も
ど
こ
か
ら
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

―
―
６
つ
の
連
携
さ
れ
る
情
報
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

①
の
現
況
の
高
精
度
測
量
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
や
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
な

ど
で
、
短
時
間
に
現
況
地
形
を
正
確
に
把

握
し
、
現
場
の
高
精
度
な
３
次
元
デ
ー
タ

を
生
成
し
ま
す
。
②
の
施
工
完
成
図
面
の

３
次
元
デ
ー
タ
化
で
は
、
お
客
様
か
ら
２

次
元
の
施
工
完
成
図
面
を
お
預
か
り
し
３

次
元
デ
ー
タ
に
変
換
し
正
確
な
デ
ー
タ
を

提
供
し
ま
す
。
③
の
変
動
要
因
の
調
査
で

は
、
土
質
や
地
下
埋
設
物
は
工
事
を
進
め

る
う
え
で
大
き
な
変
動
要
因
と
な
る
の

で
、
こ
れ
を
事
前
に
調
査
し
ま
す
。
④
の

施
工
計
画
の
作
成
で
は
、
お
客
様
が
「
コ

ム
コ
ネ
ク
ト
」
に
施
工
条
件
を
入
力
し
ま

す
と
、「
施
工
計
画
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

機
能
」
に
よ
っ
て
条
件
ご
と
に
異
な
る
施

工
パ
タ
ー
ン
を
提
案
し
、
常
に
最
適
な
施

工
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
⑤
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施
工
で

は
、
２
次
元
か
ら
３
次
元
に
変
換
さ
れ
た

デ
ー
タ
が
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
設
機
械
に
送
ら
れ
、
誰
も
が
高
度
に

知
能
化
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
高
精
度
に

作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
の

⑥
の
完
工
後
の
施
工
デ
ー
タ
の
活
用
で
す

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
施
工
さ
れ
た
情
報
は

コ
ム
コ
ネ
ク
ト
に
蓄
積
さ
れ
、
デ
ー
タ
を

検
査
・
検
収
に
活
用
で
き
ま
す
。

―
―
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
と
い
う
コ
マ
ツ
の
ク

ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
デ
ー
タ
が

集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
コ
マ
ツ
に
デ
ー

タ
が
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

と
危
惧
さ
れ
る
方
は
お
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
危
惧
は
無
用
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
は

デ
ー
タ
蓄
積
の
場
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

私
ど
も
は
デ
ー
タ
が
流
れ
る
基
盤
で
あ
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
だ
け
で

す
。
お
客
様
は
ド
ロ
ー
ン
で
現
況
の
デ
ー

タ
を
取
得
し
工
事
の
た
め
の
資
料
と
し
ま

す
。
お
客
様
は
工
事
が
終
わ
れ
ば
ダ
ウ
ン

スマートコンストラクションの概念図
（コマツ提供）

施工現場の３次元データ画像
現況図面と完成図面との差から施工土量などが示される
（コマツ提供）
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ロ
ー
ド
し
て
自
社
の
パ
ソ
コ
ン
に
保
存

し
、
ク
ラ
ウ
ド
の
デ
ー
タ
を
削
除
す
れ
ば

良
い
の
で
す
。
コ
マ
ツ
に
デ
ー
タ
が
集
ま

る
の
は
脅
威
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
お
ら

れ
る
の
で
す
が
、
デ
ー
タ
は
お
客
様
の
も

の
で
す
。

工
事
進
捗
の
た
め
に
最
適
解
を
提
供

す
る

―
―
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の
使
用
が
中
心
と
な
る
の

で
す
か
。

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
ス
マ
ー

ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
測
量
か
ら
施

工
計
画
の
作
成
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施

工
、
日
々
の
施
工
の
見
え
る
化
、
建
設
・

維
持
更
新
の
効
率
化
を
目
指
す
も
の
で
す

か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
よ
る
施
工
の
み
を

指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今

は
建
設
機
械
の
み
が
つ
な
が
っ
て
い
る
状

態
な
の
で
す
が
、
近
い
将
来
に
は
施
工
に

携
わ
っ
て
い
る
様
々
な
業
者
で
あ
る
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ロ
ー
リ
ー
と
も

つ
な
が
る
こ
と
で
、
運
搬
の
生
産
性
向
上

も
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
施
工
現

場
の
生
産
性
向
上
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
生

産
性
向
上
に
直
結
し
ま
す
。

―
―
建
設
会
社
に
と
っ
て
の
ス
マ
ー
ト
コ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
２
次
元
の
世
界
で
工
事
を
行

い
、
調
査
・
測
量
か
ら
維
持
・
更
新
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な
が
っ
て
い
な

い
の
で
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
す
。
ス
マ
ー

ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
使
う
に
し

ろ
使
わ
な
い
に
し
ろ
、
３
次
元
で
設
計

し
、
工
事
計
画
を
立
て
、
進
捗
管
理
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ

は
大
き
な
変
化
の
第
一
歩
で
し
ょ
う
。
も

う
一
つ
は
工
事
の
全
プ
ロ
セ
ス
が
つ
な

が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
こ
に
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
に
ど
ん

な
問
題
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ス

マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
全
工
程

を
見
え
る
化
し
、
最
適
解
を
提
供
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
基
づ
き
対
応
す
れ
ば
良
い

わ
け
で
す
。

―
―
コ
マ
ツ
は
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
建
設
工
事
の
全
て
の

部
門
に
関
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
。

そ
れ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
私
ど
も

は
、
建
設
機
械
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
工
事
現
場
で
建
設
機
械
が
一
生

懸
命
に
働
い
て
も
全
体
最
適
に
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
工
事
の
全
て

を
見
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
で

も
、
コ
マ
ツ
が
建
築
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

ま
で
展
開
し
よ
う
な
ど
と
考
え
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
設
機
械
メ
ー

カ
ー
と
し
て
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

熟
練
の
技
を
若
手
に
継
承
し
て
い
く

―
―
と
こ
ろ
で
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

現
況
測
量
が
最
初
に
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

測
量
会
社
の
世
界
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
こ
れ
は
私
ど

も
が
調
査
・
測
量
・
設
計
に
乗
り
出
そ
う

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
測

量
す
る
企
業
が
、
３
次
元
の
測
量
で
ス

マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
っ
て
い
く
姿
を
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
全
国
に
１
万
社
以
上
の
測
量
会
社
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
測
量
会
社
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
り
、
そ
こ
へ
測
量
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
で
測
量

し
た
デ
ー
タ
の
処
理
や
保
管
に
は
、
私
ど

も
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
コ
ム
コ

ネ
ク
ト
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
測
量
会
社
の
仕
事
は
増

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
―
建
設
技
能
労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て

の
危
惧
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
そ
も
そ
も
労
働
力
が
足
り
な
く

な
る
こ
と
を
前
提
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
建
設
業
に
余
剰
人
員
が
あ
る
と
い
う

の
な
ら
、
コ
マ
ツ
は
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
起
き
る
と
き
に
は
、
雇
用
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
必
要
だ
と
言
い
ま
す
が
、

こ
と
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

限
っ
て
は
そ
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建

設
需
要
に
対
応
す
る
人
材
の
供
給
が
追
い

つ
か
な
い
か
ら
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

―
―
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
素
人
で
も
建
設
機
械
の
操
作
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
熟
練
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
必
要
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
熟
練
の
技
の
継
承
は
可

能
で
す
か
。

当
初
、
熟
練
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
か

ら
反
発
の
声
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
は
ベ
テ

ラ
ン
の
方
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で

す
。
例
え
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
心
拍
計

を
付
け
て
操
縦
し
て
い
た
だ
く
と
、
非
Ｉ

Ｃ
Ｔ
建
機
の
場
合
、
心
拍
数
が
か
な
り
高

く
な
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で
す
と
丁

張
り
な
ど
を
気
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
が
な
く
心
拍
数
も
上

が
ら
ず
、
か
な
り
楽
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
は
完
全
自
動
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
う
い
う
操
作
方
法
が
あ

る
と
提
案
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
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す
。
私
ど
も
は
熟
練
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
い

な
く
な
る
と
い
う
世
界
は
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
熟
練
の
方
に
は
熟
練
の
技

を
必
要
と
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
建
設
機
械
が
混
在
す
る
工
事

現
場
で
の
対
応

―
―
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

普
及
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。
土
木
で
の

利
用
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

普
及
の
度
合
い
を
見
る
と
い
う
場
合
、

ど
の
分
母
を
と
る
か
で
度
合
い
は
変
化
し

ま
す
。
前
年
実
績
を
分
母
と
す
る
と
、
今

年
は
相
当
に
伸
び
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

分
母
を
日
本
の
建
設
現
場
全
体
に
と
る

と
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の
は
昨
年
の
２
月

で
す
か
ら
、
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
土
木
と
建
築
で
の
利
用

度
合
い
を
見
ま
す
と
、
も
ち
ろ
ん
、
土
木

が
多
い
の
で
す
が
、
最
近
は
建
築
の
中
で

も
根
切
り
、
基
礎
工
事
な
ど
に
相
当
使
わ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

―
―
工
事
現
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
搭
載
し
て

い
な
い
建
設
機
械
も
混
在
し
て
動
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
生
産
性
向
上
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
は
約
30
万
台
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

が
動
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
搭
載
さ
れ
た
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
は
約
２
千

台
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
全
て
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
が
取
っ
て
代
わ
る
に
は
相
当
な
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
建
設
機

械
は
使
用
年
数
が
長
い
か
ら
で
す
。
で
す

か
ら
こ
れ
か
ら
少
な
く
と
も
10
年
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
と
非
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
が
現
場
で
混
在

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
現
状
で

す
が
、
お
客
様
に
と
っ
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

だ
け
が
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
状
態
は
不
都
合
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
す
べ
て
の
建
設
機
械
を
つ
な
い

で
い
く
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
技
術
が
あ
り

ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
技
術
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
に
３

次
元
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス

テ
レ
オ
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
る
こ
と
で

す
。
こ
の
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
は
、
車
体
周

辺
の
地
形
形
状
を
常
に
高
速
、
高
精
度
に

計
測
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
車
体
を
移
動

あ
る
い
は
旋
回
し
て
ス
テ
レ
オ
撮
影
を
行

い
、
計
測
結
果
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
広

範
囲
の
現
況
地
形
デ
ー
タ
を
取
得
出
来
ま

す
。
デ
ー
タ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

か
ら
コ
ム
コ
ネ
ク
ト
に
送
信
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
以
外
の
施
工
・

人
の
施
工
も
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、

記
録
で
き
る
の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
導
入

で
建
設
工
事
現
場
の
景
色
が
変
わ
る

―
―
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

実
際
に
使
っ
て
み
た
企
業
は
ど
の
よ
う
な

感
想
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

一
例
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
群
馬
県

の
建
設
会
社
で
す
が
、
会
社
規
模
が
縮
小

す
る
な
か
民
間
の
大
規
模
造
成
工
事
を
受

注
さ
れ
た
の
で
す
が
、
自
社
施
工
を
あ
き

ら
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
た
ま

た
ま
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

お
知
り
に
な
り
、
導
入
を
決
意
さ
れ
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
測
量
に
よ
り
施
工
前
に
施

工
土
量
を
正
確
に
把
握
で
き
、
最
適
の
施

工
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
日
々
の

進
捗
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ど
こ
か
ら
で
も

把
握
で
き
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
は
３
次

元
の
図
面
通
り
に
自
動
制
御
さ
れ
る
も
の

で
す
か
ら
、
経
験
の
浅
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

で
も
仕
上
が
り
良
く
施
工
が
で
き
る
こ
と

に
喜
び
と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
建
設
工
事
の
景
色
が
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
ど
も
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ス
マ
ー

ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
導
入
事
例
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
を
通

じ
て
建
設
会
社
の
皆
様
の
声
を
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

国
土
交
通
省
が
進
め
る i-C

onstruction

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の

で
し
ょ
う
か
。

基
本
的
に
両
者
の
目
標
は
同
じ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
生
産
性
の
向
上
と
い
う
目

的
を
達
成
す
る
手
段
は
、
そ
ん
な
に
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
３
次

元
で
現
況
を
測
量
す
る
な
ど
、
選
択
肢
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

i-Construction 

と
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
全
く
同

じ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
交
省
は

今
年
４
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
を
全
面
的
に

実
施
す
る
と
し
、
調
査
・
測
量
、
設
計
、

施
工
、
検
査
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
現

在
の
紙
図
面
を
前
提
と
し
た
基
準
類
を
変

更
し
、
３
次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
新
し
い
15

の
基
準
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
歴
史

的
な
第
一
歩
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
ど

も
も
、
そ
の
方
向
で
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

コマツのICTブルドーザーとICT油圧ショベル
（コマツ提供）
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─
葛く

ず

輪わ

正ま
さ

人と

さ
ん

宮
城
建
設（
株
）／
木
津
川
市
木
津
川
端

難
工
事
達
成
で
自
ら
の
成
長
を
実
感
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
工
事
の
進
捗
図
る

ら
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
議
を
開
く
に
あ

た
っ
て
は
、
事
前
に
議
題
を
配
布
し
て
、
出
席

者
が
意
見
を
ま
と
め
て
お
け
る
よ
う
に
し
て
、

会
議
時
間
の
短
縮
を
図
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
と

生
活
の
両
立
を
図
り
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
た
い
と
い
う
の
が
、
葛
輪
さ
ん
の
思
い
。

一
方
、
葛
輪
さ
ん
は
建
設
業
の
魅
力
に
も
引

き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
津
川
市
は
州く

に

見み

台だ
い

と
梅う

め

美み

台だ
い

の
大
規
模
造
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
が
敷
か
れ
、
宅
地
が
造
成
さ
れ
、
家
が
建

ち
、
人
が
集つ

ど

っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
こ
の
大

規
模
開
発
に
か
か
わ
れ
た
こ
と
に
幸
福
を
感
じ

る
と
言
い
ま
す
。「
地
図
に
残
る
仕
事
を
し
て

い
る
」
こ
と
を
実
感
す
る
時
で
す
。

も
う
１
つ
、
葛
輪
さ
ん
が
感
じ
る
や
り
が
い

は
地
域
住
民
か
ら
の
感
謝
。
宮
城
建
設
が
本
拠

士
、
２
級
造
園
施
工
管
理
技
士
、
給
水
工
事
装

置
主
任
技
術
者
な
ど
。「
遅
れ
て
い
る
分
を
取

り
戻
そ
う
と
い
う
心
理
が
背
景
に
あ
り
ま
し

た
」
と
、
葛
輪
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

建
設
業
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
る

葛
輪
さ
ん
が
宮
城
建
設
に
入
社
し
た
の
は
、

宮
城
社
長
の
誘
い
が
あ
っ
た
か
ら
。
葛
輪
さ
ん

の
奥
さ
ん
は
宮
城
社
長
の
長
女
。
現
在
、
常
務

取
締
役
の
葛
輪
さ
ん
に
は
３
代
目
へ
の
期
待
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
葛
輪
さ
ん
が
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
の
１
つ
に
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
あ

り
ま
す
。
時
期
的
に
週
２
日
の
休
み
が
取
れ
な

い
時
に
は
、
な
る
べ
く
近
い
時
期
に
代
休
を
取

葛
輪
正
人
（
40
歳
）
さ
ん
が
宮
城
建
設
に
入

社
し
た
の
は
平
成
12
年
。
24
歳
の
時
の
こ
と
。

そ
れ
ま
で
は
ス
ー
パ
ー
の
会
社
で
仕
入
れ
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
建
設
業
に
入
っ
て
、

ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
「
拘
束
時
間
が
短
く
、
休

み
も
多
く
、
雨
が
降
れ
ば
現
場
は
休
み
、
意
外

と
楽
な
仕
事
と
い
う
印
象
」。
そ
れ
だ
け
前
職

の
労
働
時
間
は
長
か
っ
た
と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
ぐ
に
崩

れ
、「
そ
ん
な
に
生
易
し
く
は
な
い
ぞ
」
と
仕

事
の
厳
し
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
同
僚
も
若
い
人
が
多
か
っ
た
た
め
、

競
争
心
も
芽
生
え
、
資
格
取
得
の
た
め
に
猛
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
保
有
し
て
い
る
資

格
は
、
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
１
級
建
築

施
工
管
理
技
士
、
２
級
管
工
事
施
工
管
理
技

受水槽改修の配管工事をする葛輪正人さん

われら建設人
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仕
事
を
楽
し
ん
で
建
設
人
の
責
務
を

果
た
す

宮
城
建
設
に
は
今
春
、
高
校
新
卒
の
新
入
社

員
が
入
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
青
年
を
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
か
、
葛
輪
さ
ん
に
新
た
な

任
務
が
加
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、
最
も
年
齢
の

近
い
30
歳
の
社
員
と
ペ
ア
を
組
ま
せ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
作
業
を
覚
え
て
そ
れ
か
ら
管
理
に

回
っ
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
構
想
。
社
外
の
講

習
会
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
仕
事
を
完
成
さ
せ
た
時
の
達
成
感
や
住
民
か

ら
の
感
謝
」
が
仕
事
の
醍
醐
味
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
る
葛
輪
さ
ん
。「
そ
れ
を
若
手
に

伝
え
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
現
場
は
毎
日
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
変
化
の
新
鮮
さ
も
仕
事
の
面
白
み
の
１
つ
。

「
仕
事
を
楽
し
も
う
」。
葛
輪
さ
ん
は
自
身
と
若

手
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

に
こ
れ
に
伴
う
除
却
工
事
」
と
い
う
平
成
19
年

の
工
事
。
現
場
は
山
の
中
。
車
で
は
行
け
な
い

の
で
荷
物
を
担
い
で
急
勾
配
の
山
道
を
上
り
下

り
し
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
の
重
量
は
十
数
ト
ン
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
の
運
搬
で
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら

ス
ク
リ
ー
ン
を
下
ろ
す
に
は
下
か
ら
の
合
図
が

必
要
。
葛
輪
さ
ん
は
合
図
を
習
得
す
る
た
め
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
水
中
の
作
業
な
の

で
潜
水
作
業
も
必
要
。
川
の
水
量
は
写
真
と
異

な
り
大
幅
に
増
え
て
い
ま
し
た
。
狭
い
取
水
口

近
辺
で
の
困
難
な
作
業
。
知
恵
と
工
夫
、
そ
し

て
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、
見
事
に
完

成
。「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
自
信
が
芽
生

え
ま
し
た
。
宮
城
社
長
か
ら
は
「
よ
う
や
っ
た
」

の
一
言
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。「
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
経
験
で
き
る
の
も
や
り
が
い
の
１
つ
」

と
、
こ
の
業
界
の
面
白
み
を
実
感
し
た
時
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
に
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
何
よ
り
大
事
、
と
葛
輪
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
誰
も
が
発
言
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
現
場
の
作
業

員
に
は
誰
彼
と
な
く
声
を
か
け
ま
す
。
休
憩
時

間
に
は
仕
事
の
話
ば
か
り
で
な
く
趣
味
の
話
な

ど
も
し
ま
す
。
打
ち
解
け
て
く
る
と
、
様
々
な

こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
メ
ン

バ
ー
が
打
ち
解
け
て
く
る
と
、
作
業
員
同
士
が

互
い
に
仕
事
を
進
め
や
す
い
よ
う
に
仕
事
を
行

う
よ
う
に
な
り
、
工
事
の
進
み
具
合
が
全
然

違
っ
て
き
ま
す
。

を
置
く
木
津
川
市
は
比
較
的
自
然
災
害
は
少
な

い
地
域
で
す
が
、
そ
れ
で
も
台
風
で
氾
濫
が
起

き
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木

津
川
市
と
は
防
災
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
か

ら
、
水
門
の
巡
回
や
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

そ
う
し
た
折
り
に
、
住
民
か
ら
ね
ぎ
ら
い
と
感

謝
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
、
や
り
が
い

を
感
じ
る
瞬
間
と
の
こ
と
。

成
長
を
実
感
し
た
難
工
事

葛
輪
さ
ん
が
自
ら
成
長
を
実
感
し
た
と
い
う

工
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
水
力
発
電
所
の
取

水
口
に
ゴ
ミ
を
除
去
す
る
た
め
の
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
す
る
工
事
。
関
西
電
力
の
「
大
河
原
発

電
所
第
二
取
水
口
ス
ク
リ
ー
ン
取
替
工
事
並
び

八幡木津線の着工前（上）と竣工後（下）の様子
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─
大
八
木
慎
一
郎
さ
ん

（
株
）石
村
組
／
亀
岡
市
篠
町

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
携
え
建
設
業
に
入
職
、

人
事
な
ど
の
制
度
整
備
で
経
営
効
率
化

設
業
の
人に

ん
　
く工

と
同
様
の
考
え
と
い
う
の
で
す
。

そ
し
て
、
共
に
、
職
種
が
明
確
に
分
か
れ
て
い

る
こ
と
も
似
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

大
八
木
さ
ん
は
入
社
す
る
と
、
社
長
の
要
請

も
あ
り
矢
継
ぎ
早
に
改
革
の
方
針
を
提
言
し
て

き
ま
し
た
。
人
事
制
度
で
は
、
ま
ず
、
若
手
育

成
の
た
め
に
「
ペ
ア
制
度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
入
社
し
て
半
年
間
は
特
定
の
職
長
に
付

け
て
技
能
を
継
承
し
、
相
談
な
ど
に
も
の
っ
て

も
ら
う
制
度
。
公
使
に
わ
た
り
、
若
手
の
指
導

者
に
な
っ
て
も
ら
う
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
進
む
べ
き
キ
ャ
リ
ア
の
複
線

化
。
実
は
石
村
組
の
社
員
の
間
に
は
20
代
や
30

代
の
若
手
・
中
堅
か
ら
、
将
来
自
分
は
ど
の
方

向
に
進
む
べ
き
か
、
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
２
年
前
に
「
施
工
管
理
」「
重

と
、
業
績
は
上
向
い
て
い
ま
し
た
が
、
人
事
・

労
務
な
ど
様
々
な
部
門
の
改
革
に
手
が
回
ら

ず
、
人
材
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
、
決
め
手
と

な
り
ま
し
た
。

社
員
の
キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
を
複
線
で

示
す大

八
木
さ
ん
が
建
設
業
に
入
っ
て
感
じ
た
の

は
、「
建
設
業
界
は
Ｉ
Ｔ
や
メ
デ
ィ
ア
業
界
と

似
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
企

画
と
制
作
部
隊
は
明
確
に
分
業
化
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
設
計
と
施
工
が
分
か
れ
て
い
る
建

設
業
と
同
様
で
す
。
大
手
ゲ
ー
ム
会
社
は
制
作

部
門
の
協
力
会
社
を
組
織
し
て
い
て
、
こ
れ
も

建
設
業
と
同
様
で
す
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
で
は
原

価
の
計
算
に
工
数
を
用
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
建

大
八
木
慎
一
郎
さ
ん
（
40
歳
）
は
、
Ｉ
Ｔ
や

メ
デ
ィ
ア
の
業
界
で
10
年
、
そ
の
後
、
個
人
事

業
主
と
し
て
数
名
の
社
員
と
と
も
に
事
務
所
を

経
営
す
る
こ
と
10
年
と
い
う
経
験
を
持
つ
変
わ

り
種
。
舞
台
は
共
に
大
阪
と
東
京
で
し
た
。

第
一
子
の
誕
生
を
機
に
次
の
10
年
は
地
域
に

根
差
し
た
企
業
で
、
組
織
人
と
し
て
生
き
て
い

き
た
い
と
郷
里
の
京
都
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

再
就
職
先
と
し
て
重
視
し
た
の
は
、
地
域
に
密

着
し
、
歴
史
が
あ
り
、
法
令
を
遵
守
す
る
企
業

で
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
複
数
の
京
都
の
企
業
に
売
込
み
の
手

紙
を
送
り
、
石
村
組
の
石
村
和
義
社
長
の
目
に

と
ま
っ
た
こ
と
が
入
社
の
き
っ
か
け
で
す
。
石

村
組
は
建
設
冬
の
時
代
に
業
績
が
落
ち
込
み
、

自
ら
再
建
を
か
っ
て
で
た
石
村
和
義
社
長
の
も

社内で総務部に所属する大八木慎一郎さん

われら建設人
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化
は
、
こ
の
強
み
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
も

の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

手
配
・
日
報
の
ク
ラ
ウ
ド
ソ
フ
ト
を

開
発
販
売
、「
簡
単
」「
便
利
」と
好
評

大
八
木
さ
ん
は
、
建
設
会
社
に
入
っ
て
、
う

れ
し
さ
を
感
じ
る
の
は
「
こ
れ
は
当
社
が
か
か

わ
っ
た
建
造
物
」
と
指
さ
せ
る
こ
と
だ
と
言
い

ま
す
。
だ
か
ら
地
域
を
離
れ
て
の
建
設
業
は
あ

り
え
な
い
、
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
改
善
す
べ
き
こ
と
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
日
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
で
す
。
日
報
の
作
成
は
出
面
を
把

握
し
給
与
計
算
に
も
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
工

数
計
算
や
資
材
の
現
場
へ
の
搬
入
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
。

と
こ
ろ
が
手
書
き
の
た
め
、
目
的
の
数
字
を

探
す
の
に
手
間
取
る
の
が
実
態
。
大
八
木
さ
ん

は
、
日
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ス
マ
ホ
で

の
入
力
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
車
で

の
移
動
中
に
も
日
報
の
入
力
が
で
き
、
し
か
も

キ
ー
ボ
ー
ド
が
苦
手
な
人
に
も
対
応
可
能
と
な

り
、
職
長
た
ち
は
大
歓
迎
。
紙
に
は
も
う
戻
り

た
く
な
い
、
と
言
い
切
る
職
長
も
い
ま
す
。
省

力
化
で
き
る
分
、「
こ
れ
ま
で
棚
上
げ
し
て
し

ま
っ
て
い
た
未
来
志
向
の
業
務
に
注
力
す
る

チ
ャ
ン
ス
」
と
、
大
八
木
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

石
村
社
長
は
、
中
小
建
設
業
の
悩
み
は
同
じ

と
、
こ
の
ソ
フ
ト
に
「
出
面
ク
イ
ッ
ク
」
と
名

付
け
て
販
売
に
踏
み
切
り
、
大
八
木
さ
ん
は
導

入
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
大
忙
し
で
す
。

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」「
土
木
多
能
工
・
職
長
」

と
い
う
３
つ
の
キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
を
提
示
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
自
ら
が
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

を
選
択
し
て
い
く
複
線
型
の
キ
ャ
リ
ア
制
度
を

導
入
し
た
わ
け
で
す
。

制
度
導
入
の
効
果
は
す
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。

土
木
の
多
能
工
に
な
り
た
い
、
施
工
管
理
者
に

な
り
た
い
と
い
う
若
い
社
員
が
、
そ
れ
に
至
る

た
め
に
こ
の
よ
う
な
資
格
を
取
り
た
い
な
ど

と
、
希
望
を
出
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
自
分
の
将
来
を
自
分
が
選
ぶ
わ
け
で
す
か

ら
、
各
人
の
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

石
村
組
の
施
工
管
理
者
は
７
人
、
土
木
の
専

門
技
術
者
は
９
人
。
合
わ
せ
て
16
人
が
「
直
営

班
」
と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
作
業
す
る
こ
と

で
、
高
い
施
工
精
度
の
工
事
を
実
現
し
て
い
る

こ
と
が
同
社
の
強
み
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
複
線

協
力
会
の
経
営
者
な
ど
と
学
ぶ
場
を

つ
く
り
た
い

大
八
木
さ
ん
は
入
社
し
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
経
営
の
知
識
を
フ
ル
に
活
用
し
て
職
務
等
級

制
度
を
導
入
し
、
評
価
に
基
づ
く
公
正
な
賃
金

制
度
や
、
新
た
な
退
職
金
制
度
を
導
入
す
る
な

ど
、
経
営
の
経
験
を
発
揮
し
て
改
革
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

現
在
の
目
標
は
、
石
村
組
の
協
力
会
の
経
営

者
な
ど
と
の
勉
強
会
の
開
催
で
す
。
過
去
20
年

間
の
間
に
身
に
付
け
た
知
識
を
活
か
し
て
、
共

に
学
ぶ
場
を
つ
く
り
、
Ｉ
Ｔ
化
を
軸
に
、
経
理

と
労
務
管
理
の
面
か
ら
も
健
全
な
経
営
を
支
え

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。「
こ
の
地
場
の
建
設

業
は
小
粒
だ
が
、
質
が
い
い
ね
、
こ
れ
な
ら
将

来
も
大
丈
夫
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」。

そ
の
夢
に
向
け
て
活
動
中
で
す
。

安全パトロールする大八木さん（右端）

「出面クイック」を開発し、導入コンサルタントとして忙
しい大八木さん

21 ● Open Forum No.265



●発 行 日 2016年11月15日
●発 行 所 一般社団法人 京都府建設業協会
 〒604-0944 京都市中京区押小路通柳馬場東入
 tel.075-231-4161（代）
●発 行 人 一般社団法人 京都府建設業協会 総務広報委員会

265
一般社団法人京都府建設業協会広報誌

●今回の広報誌発行に際し、取材・編集その他に関係した全て

の方々に御礼申し上げます。

今年度から総務広報委員会として協会内の委員会事業が一新し

ました。従来の総務委員会としての事業に加え、新しく広報事

業を展開していかねばなりません。若年入職者を獲得する広報

活動を実施するためにも、一筋縄ではいかず、協会全体が一丸

となって動く必要があると痛感しております。

今後も皆様のご協力のもと努めて参りますので、ご指導の方よろ

しくお願い申し上げます。

� （三輪泰之）

●どんな言葉が間違った意味で使われることが多いか、調べて

みました。建設業とはあまり関係ありませんが、豆知識として。

「ハッカー」などは誤用がまかり通っていますね。（汗）� （H.Y）
間違った意味で使われる言葉トップ10

順位
間違った意
味で使われ
る言葉　　

本来と異なる意味
【×誤用】 ％ 本来の意味

【○正解】 ％
使った
ことが
無い％

1 ハッカー
コンピューターに侵
入し、不正行為を行
う人

77.4
コンピューターやイ
ンターネットに詳し
い人

12.7 9.9

2 確信犯
悪いことであると分
かっていながらする
犯罪

73.0
信念に基づいて「正
しいことだ」と思い
込んでする犯罪

14.9 12.1

3 他力本願
自分の努力でするの
でなく、他人からの
助けに期待すること

68.8

自らの修行などに
よって悟りを得るの
でなく、仏の力に
よって救済されるこ
と

16.8 14.5

4 破天荒 豪快で大胆不敵なよ
うす 68.3 誰もなし得なかったことをすること 13.8 17.8

5 姑息
（な手段） 卑怯であるさま 62.6 一時しのぎであるさま 19.4 18.0

6 失笑する 笑いも出ないくらい
あきれる 61.8 思わわず笑い出す 26.6 11.6

7 敷居が高い
高級すぎたり、上品
すぎたりして、入り
にくい

61.7
相手に不義理などが
あって、その人の家
に行きにくい

27.8 10.5

8 （話の）さわり 話の最初の部分 59.1 話の要点 25.8 15.2

9 なしくずし 物事が曖昧なまま進
んでいくこと 57.3

物事を少しずつ片付
けていくこと。徐々
に物事を行うこと

13.9 28.8

10 悪びれる
虚勢を張って悪事を
働いても悪いと思わ
ない態度を取る

55.3 恥ずかしがったり、卑屈な態度を取る 25.6 19.1

●違った立場から広報活動に携わり

新たな発見をしています。

継続は力なり。

� （N,Y）

●家族を包み込む楽しい家の表情……宮津高校建築科・建築

研究部主催の「小学生建築デザイン展」に見た作品。

�“みんなが笑顔になれる家”をテーマに１８回目となる今回

も、生き生きとした力作が目を楽しませてくれました。※

豊かな感性に包まれた子供たちの空想力・発想力にはこれか

らの「ものづくり、人づくり」の原点を教えられる思いでし

た。子供たちの闊達な輝きがこれからもと願いつつ……次は

どんな夢が築かれるのかな。

� （宮津　K・S）

●「いのちなき�砂のかなしさよ�さらさらと�握れば指の�あ

ひだより落つ」（石川啄木）

学生時代にこの短歌を習ったのは、ちょうど今くらいの季節

だったと思います。「自分というものを持たずして、ただ生

きていく事への虚しさと、取りこぼしているであろう幸せを

嘆いている」と教えられたと記憶しております。

当時は、この情景描写による悲しいイメージが、そのまま薄

れゆくひとの記憶と重なって、「忘れてしまう」事そのもの

に恐怖を抱きました。暫くは熱心に日記をつけたものです。

現在は紙のみならず、様々な媒体にて、記録を残しておくこ

とが可能となりました。

忘れてはならない、大切なもの。ありすぎて記録だらけにな

らない様にしていきたいと思います。

� （事務局）

「けんたま」
で活躍中！

ぼく、「けんたま」
建設業の卵だから
「けんたま」って
呼ばれてるんだ！
よろしくね☆★

※宮津高校建築科・建築研究部主催「第18回小学生建築デザイン展」の最優秀作品は次号に掲載予定です


